
【大 会 規 定】 
 1・1チームの登録選手は中学生の部は 11名以上 25名以内（ベンチ入りは 20名以内）とする。また、小学生 
の部は 11名以上 20名以内とする。 

2・出場選手はその大会の登録締め切り日現在、連盟へ登録済みの者に限る。 
3・審査証は当年度発行のものとする。 
4・登録選手および登録されたチーム責任者(代表またはそれに代わる責任ある者でチーム責任者証を携帯してい
る者)、監督、コーチ、マネージャーのみベンチに入ることができる。但し各種登録証(チーム責任者、監督、
コーチ)及び審査証(選手)を携帯していない場合は、いかなる場合でもベンチには入れないが,監督、コーチは、
試合開始までに間にあった場合は、その時点で審査のうえベンチ入りできる。 
また、選手は試合終了までに間にあった場合は、審査の上、ベンチ入りを認める。 

5・チーム責任者はチーム責任者証所持し、試合中は所定の服装で本部席にて待機する。ただし、小学生の部に
おいては選手の管理が必要な場合があるので、希望があれば代表に限りベンチ入りを認める。 
チーム責任者が不在の場合は試合ができない。 

6・組み合わせの若番号が 1塁側のベンチ、後番号が 3塁側のベンチに入る。但し、チーム責任者、監督、コー
チは登録証を携帯すること。 

7・監督(背番号 60)、コーチ(背番号 50)は選手と同じユニフォームを着用すること。 
8・試合開始時刻 60分前に試合場に到着し、直ちにオーダー表を 5部、投球回数記録副表 3部及び大会初戦の
時は、直前大会参加報告書を大会本部に提出の上、所定の審査を受けなければならない。 

9・オーダー表交換時に両キャプテンにより、先行、後攻をジャンケンで決める。 
10・試合開始予定時刻までにチームがグランドに現れないときは、球場責任者と責任審判員が協議して没収試合
を宣言することができる。 

11・試合方法など 
・中学生の部 
(1) 各試合は 7 回戦で行い、4 回終了をもって正式試合とする。試合成立後は試合開始から 2 時間（決勝戦
は 2時間 20分）を超えた場合、新しいイニングには入らない（後攻チームの得点が先行チームの得点よ
り多い場合は後攻チームが攻撃中でも規定時間になれば、その時点で試合を終了する）。また降雨や視界
不良などにより試合続行が不可能となった場合、野球規則 7.01(a)により勝敗を決する。同点の場合は最
終回時点で出場していたメンバー全員の抽選とする。試合成立前に、上記の理由により試合続行が不可
能になった場合は、サスペンデットゲームとする。 

(2)4 回終了時 10点差、5回以降 7点差の場合、コールドゲームとする。 
(3)7 回終了後、同点の場合は延長戦に入るが、延長 8回(決勝戦は 10回)あるいは試合開始から 2時間(決勝
戦は 2 時間 20 分)を超えては(どちらか早い方)新しいイニングに入らず、タイブレーク方式を実施する。
(競技に関する特別規則「タイブレーク実施細則」参照) 

・小学生の部 
(1)各試合は 6回戦で行い、4回終了をもって正式試合とする。試合成立後は試合開始から 1時間 40分（決
勝戦は 2時間）を超えた場合、新しいイニングに入らない（後攻チームの得点が先行チームの得点より多
い場合は後攻チームが攻撃中でも規定時間になれば、その時点で試合を終了する）。また降雨や視界不良
などにより試合続行が不可能となった場合、野球規則 7.01(ａ)により勝敗を決する。同点の場合は最終回
時点で出場していたメンバー全員の抽選とする。試合成立前に、上記の理由により試合続行が不可能にな
った場合は、サスペンデットゲームとする。 

(2)4 回以降 7点差の場合、コールドゲームとする。 
(3)6 回終了後、同点の場合は延長戦に入るが、延長 7 回 (決勝戦は 9 回) あるいは試合開始から 1 時間 40
分 (決勝戦は 2時間) を超えては(どちらか早い方) 新しいイニングに入らず、タイブレーク方法を実施す
る。(競技に関する特別規則「タイブレーク実施細則」参照) 

12・(1) 小学生の部投手は、1日 6イニング以内、連続する 2日間で 8イニング以内とする。 
中学生の部投手は、1日 7イニング以内、連続する 2日間で 10イニング以内とする。 

(2) ダブルヘッダーでの連投を認めるが、投球回数を小学生の部は 6 イニング以内とする。中学生の部はダ
ブルヘッターに登板した投手、連続する 2日間で合計 5イニングを超えた投手（5イニングは可）及び 3
日間連続で登板した投手は、翌日に投手または捕手として試合に出場することはできない。 

(3) 例えば、1試合目で 5回投げた場合には、次の試合で小学生の部は 1回、中学生の部は 2回投げる事が
できる。ただし端数回数(0/3回・1/3回・2/3回)は切り上げて 1 回とする。端数回数の 0/3回は新しい
イニングに入って一死もとらずに降板した場合を示す。なお、小学生の部は変化球を禁止する。 
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